
２０20年度実績

回復期リハビリテーション病棟

1

4～9月



脳血管脳血管疾患疾患 70.370.3日日
運動器疾患運動器疾患 58.058.0日日
廃用性疾患廃用性疾患 44.644.6日日

 2020年4-9月は脳血管疾患患者34.3％ 運動器疾患63.0％ 廃用性2.8％
平均入院期間は全体で65.37日、脳血管は70.3日 運動器は58.0日 廃用性44.6日



在宅復帰率は８４．９％で、次いで老健施設、他の回復期とつづく

リハビリは365日実施、平均6.４４単位（約2時間４分）実施
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 FIM利得（退院までに改善したFIMの得点）
脳血管疾患は2４.１、運動器疾患は2６.０と全国平均を上回っております。

アウトカム評価
（FIM利得をベースに計算され、「40以上」が回復期リハビリテーション病棟入院料Ⅰの要件となる）
脳血管疾患は４8.9、運動器疾患４4.３であり、全体で46.81と大きく基準値を
クリアしております

アウトカム指数：46.81


